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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 28,957 18.0 220 － 428 － 50 －
2021年３月期第３四半期 24,541 △19.9 △500 － △605 － △716 －

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 594百万円( －％) 2021年３月期第３四半期 △71百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 11.40 －
2021年３月期第３四半期 △162.71 －

　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 48,750 19,924 35.5 3,936.40

2021年３月期 49,752 19,597 34.5 3,895.10
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 17,323百万円 2021年３月期 17,142百万円

　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年３月期 － 20.00 －

2022年３月期(予想) 30.00 50.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 9.7 800 278.2 800 509.2 350 － 79.53
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注）詳細は、四半期決算短信【添付資料】P.８「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３)四半期連結財務諸表に関
する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、四半期決算短信【添付資料】P.８「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表
に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 4,420,000株 2021年３月期 4,420,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 19,082株 2021年３月期 19,062株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 4,400,920株 2021年３月期３Ｑ 4,400,949株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】P.３
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、「中期経営計画2025」の初年度として、電動化対応の開発推進、デジタル技術と匠の技の融合によるモ

ノづくり革新「未来Factory」の実証ライン構築、食糧課題対応としての昆虫食を含めた新規事業開拓、カーボンニ

ュートラルへの取組みを含めたESG経営などに積極的にリソーセスの投入を進めております。

このような状況のなか、当第３四半期連結累計期間の売上高は28,957百万円と前年同四半期に比べ4,415百万円

（18.0%）の増収、営業利益は220百万円と前年同四半期と比べ721百万円の増益、経常利益は428百万円と前年同四

半期と比べ1,034百万円の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は50百万円と前年同四半期と比べ766百万円の

増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①自動車焼結事業

当第３四半期連結会計期間においては、国内、米国を中心とした半導体不足及び東南アジアからの部品供給

停滞に伴う得意先での生産調整により、売上高は前年同四半期連結会計期間との比較では207百万円（△2.3%）

の減収となりました。（為替影響を除くと前年同四半期連結会計期間比414百万円△4.5％の減収）

当第３四半期連結累計期間では、第３四半期の売上減、米国子会社での要員不足による生産ロスや原材料価

格の高騰等はあったものの、総じて前年同四半期の新型コロナウィルス感染拡大による売上減少から大幅に回

復し、トヨタハイブリッド車用インバーター部品の売上増（既存品の増産及び新型ハイブリッド車用新規品の

生産開始）や、原価改善や休業日設定を含む柔軟な稼働対応などの取組みにより、増収増益となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は26,241百万円と前年同四半期と比べ4,053百万円

（18.3%）の増収となり、セグメント利益につきましては、1,126百万円と前年同四半期と比べ579百万円

（105.8%）の増益となりました。半導体不足及び部品供給停滞など先行きが不透明ななか、ロスの低減や原価

改善を一層推進し、需要に見合った生産を徹底することで、さらなる利益の積み上げに注力してまいります。

②鉄道焼結事業

新幹線用ブレーキライニング及び新幹線用すり板の搭載車両増加が売上に寄与しておりますが、前年度第２

四半期以降の新型コロナウイルス感染拡大に伴う減便の影響により、売上減少となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,156百万円と前年同四半期と比べ211百万円（△

15.5%）の減収となり、セグメント利益につきましては、51百万円と前年同四半期と比べ47百万円（△48.0%）

の減益となりました。

③油圧機器製品事業

デンタルチェア用製品や手術台用製品等における、新型コロナウイルス感染拡大に伴う需要低迷からの回復

に加え、海上輸送遅延を背景とした得意先の資材先行調達により、売上増となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,552百万円と前年同四半期と比べ574百万円（58.7

%）の増収となり、セグメント利益につきましては、447百万円と前年同四半期と比べ244百万円（120.2%）の増

益となりました。また、新型コロナウイルス感染拡大前の2020年３月期第３四半期連結累計期間との比較では、

売上高は49百万円（3.3%）の増収、セグメント利益は10百万円（2.3%）の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

　 （資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比1,251百万円減）、

原材料及び貯蔵品の増加（前連結会計年度末比488百万円増）等により、19,679百万円（前連結会計年度末比752百

万円減）となりました。固定資産につきましては、デジタル技術を活用した生産工程の変革や新規事業、国内・中

国・米国などの新規品対応用設備投資はあるものの減価償却が進み、有形固定資産は減少（前連結会計年度末比374

百万円減）、株価回復に伴う評価額の上昇による投資有価証券の増加（前連結会計年度末比210百万円増）等によ

り、29,070百万円（前連結会計年度末比250百万円減）となりました。

以上により、資産合計は48,750百万円（前連結会計年度末比1,002百万円減）となりました。
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(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債につきましては、電子記録債務の増加（前連結会計年度末比181百

万円増）、賞与引当金の減少（前連結会計年度末比394百万円減）、１年内返済予定の長期借入金の減少（前連結会

計年度末比261百万円減）等により、19,725百万円（前連結会計年度末比434百万円減）となりました。固定負債に

つきましては、長期借入金の減少（前連結会計年度末比844百万円減）等により、9,099百万円（前連結会計年度末

比894百万円減）となりました。

この結果、負債合計は28,825百万円（前連結会計年度末比1,329百万円減）となりました。

　 （純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ配当金支払等による利益剰余金

の減少(81百万円）、その他の包括利益累計額は263百万円増加した結果、非支配株主持分を除くと17,323百万円

（自己資本比率35.5%）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年10月28日に公表いたしました連結業績予想から修正を行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,154,237 4,902,604

受取手形及び売掛金 7,131,791 7,119,520

電子記録債権 1,403,535 1,467,785

商品及び製品 1,140,766 1,146,588

仕掛品 1,736,263 1,782,022

原材料及び貯蔵品 2,497,975 2,986,948

その他 366,983 273,787

流動資産合計 20,431,552 19,679,258

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,835,695 14,117,439

減価償却累計額 △8,837,327 △9,095,703

建物及び構築物（純額） 4,998,368 5,021,735

機械装置及び運搬具 49,785,374 51,793,232

減価償却累計額 △37,593,951 △39,115,506

機械装置及び運搬具（純額） 12,191,423 12,677,726

工具、器具及び備品 5,950,526 6,360,319

減価償却累計額 △5,094,856 △5,511,887

工具、器具及び備品（純額） 855,669 848,431

土地 3,552,221 3,537,775

リース資産 1,368,904 1,456,206

減価償却累計額 △580,957 △678,488

リース資産（純額） 787,946 777,717

建設仮勘定 2,785,175 1,933,345

有形固定資産合計 25,170,804 24,796,732

無形固定資産

電話加入権 11,407 11,407

リース資産 22,063 9,981

その他 437,832 440,926

無形固定資産合計 471,302 462,316

投資その他の資産

投資有価証券 2,349,620 2,559,942

長期貸付金 9,620 9,410

繰延税金資産 1,268,387 1,205,235

その他 51,298 37,251

投資その他の資産合計 3,678,927 3,811,840

固定資産合計 29,321,034 29,070,889

資産合計 49,752,587 48,750,147
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,948,953 3,109,074

電子記録債務 2,429,631 2,611,034

短期借入金 9,337,468 9,258,059

1年内返済予定の長期借入金 2,036,467 1,774,746

リース債務 139,200 139,474

未払法人税等 59,378 105,681

未払消費税等 210,230 201,949

未払費用 640,738 674,300

賞与引当金 897,004 502,652

役員賞与引当金 34,429 26,697

設備関係支払手形 125,151 105,233

営業外電子記録債務 589,221 364,688

その他 712,344 851,787

流動負債合計 20,160,220 19,725,379

固定負債

長期借入金 4,718,298 3,873,894

リース債務 745,288 750,791

繰延税金負債 31,740 32,975

役員退職慰労引当金 123,658 113,889

退職給付に係る負債 4,026,688 3,970,536

資産除去債務 349,160 354,105

その他 － 3,734

固定負債合計 9,994,835 9,099,927

負債合計 30,155,055 28,825,306

純資産の部

株主資本

資本金 2,203,000 2,203,000

資本剰余金 1,721,609 1,721,609

利益剰余金 11,701,854 11,620,016

自己株式 △30,849 △30,882

株主資本合計 15,595,614 15,513,744

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,036,636 1,180,174

為替換算調整勘定 350,312 508,368

退職給付に係る調整累計額 159,511 121,495

その他の包括利益累計額合計 1,546,460 1,810,039

非支配株主持分 2,455,456 2,601,057

純資産合計 19,597,532 19,924,840

負債純資産合計 49,752,587 48,750,147
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 24,541,578 28,957,310

売上原価 22,254,269 25,616,157

売上総利益 2,287,309 3,341,152

販売費及び一般管理費 2,787,865 3,120,672

営業利益又は営業損失（△） △500,556 220,479

営業外収益

受取利息 7,000 8,800

受取配当金 51,295 66,030

為替差益 － 32,048

助成金収入 191,945 346,896

雑収入 26,928 31,053

営業外収益合計 277,169 484,829

営業外費用

支払利息 151,278 143,693

固定資産除却損 37,819 83,264

為替差損 24,659 －

稼働停止に伴う費用 97,371 －

雑支出 70,603 49,381

営業外費用合計 381,731 276,339

経常利益又は経常損失（△） △605,118 428,969

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△605,118 428,969

法人税等 △59,103 224,928

四半期純利益又は四半期純損失（△） △546,014 204,041

非支配株主に帰属する四半期純利益 170,081 153,851

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△716,095 50,189
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △546,014 204,041

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 195,101 143,538

為替換算調整勘定 190,410 285,265

退職給付に係る調整額 89,011 △37,963

その他の包括利益合計 474,524 390,840

四半期包括利益 △71,490 594,882

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △320,989 313,911

非支配株主に係る四半期包括利益 249,498 280,971
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2020年３月26日）を当第

１四半期連結会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷

時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を

認識しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

　１.前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注１）

総合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

自動車
焼結事業

鉄道
焼結事業

油圧機器
製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 22,187,570 1,368,901 978,546 24,535,018 6,559 24,541,578 ― 24,541,578

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 22,187,570 1,368,901 978,546 24,535,018 6,559 24,541,578 ― 24,541,578

セグメント利益
又は損失（△）

547,598 98,881 203,108 849,589 3,349 852,938 △1,353,495 △500,556

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、発電及び売電に関する事業です。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,353,495千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　２.当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注１）

総合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

自動車
焼結事業

鉄道
焼結事業

油圧機器
製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 26,241,205 1,156,903 1,552,568 28,950,677 6,633 28,957,310 ― 28,957,310

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 26,241,205 1,156,903 1,552,568 28,950,677 6,633 28,957,310 ― 28,957,310

セグメント利益 1,126,684 51,450 447,210 1,625,345 2,421 1,627,766 △1,407,286 220,479

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電及び売電、食品に関する事

業です。

２ セグメント利益の調整額△1,407,286千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３.報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、2022年３月期を初年度とする中期経営計画2025の遂行に向けて、事業構造変革の推進のための基本戦略の

一つとして鉄道事業の強化を掲げており、今後の事業展開を踏まえ区分の検討を行った結果、報告セグメント区分の

うち「粉末冶金製品事業」を、「自動車焼結事業」及び「鉄道焼結事業」の２区分へ変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。

　


